平成24年度第8回理事会
開催日時：平成平成25年3月24日　　　13：00～16：00
開催場所：山口県総合保健会館　第3研修室
出席者(理事)：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　齋藤康博　大田則彦　小田真一郎
金谷浩二　村田良典　新町浩太郎　堀　健司　蔵永紀靖　林　忠正
丹羽英彰　渡邊征二　池田隆志　内藤貴之　兼廣敦子
出席者（監事）：高山裕健　齊藤右司
出席者（山口県）：山口県庁医務保健課副課長　国吉宏和　様
医療指導班主幹　松永昌治　様
周南健康福祉センター健康増進課長　中川浩貴　様
欠席者（理事）：吉永憲正　増矢勝史
以上、定款第33条の規定により理事の過半数の出席で理事会は成立。会長 山内秀一が議長となり、定款第34条に基づく出席者の中より、議事録作成人として村田良典理事、議事録署名人として池田隆志理事、内藤貴之理事を選出した後、次の議案を付議した。
議題
１、医療監視について
(山内会長)　放射線管理に関する「医療監視の今後の対応について」山口県より山口県診療放射線技師会に医療監視の協力依頼を頂いた。本日その説明の為に山口県から　山口県庁医務保健課副課長　国吉宏和様、医療指導班主幹　松永昌治様、周南健康福祉センター健康増進課長　中川浩貴様の3名の方が参加されてた。平成25年4月以降の放射線管理に関する医療監視について国吉副課長から説明をお願いする。
（国吉副課長）山口県では、専門職の診療放射線技師を配置して　医療監視にともなう放射線管理を行ってきた。平成25年4月以降の保健所の診療放射線技師が　周南保健所の中川課長、萩保健所の播磨課長の2名体制になる。そのため山口県下（下関市を除く）120病院の医療監視（放射線管理）をおこなうことが難しい状況になった。そこで　平成25年度から一般的な病院においては、マニュアル等を作成して一般職員による医療監視（放射線管理）をおこなうことにした。しかし、放射線治療などをおこなっている高度な病院については、より専門的な知識が必要な事から、山口県診療放射線技師会にこれらの病院の医療監視（放射線管理）の協力をお願いしたい。概要については、山口県の人事、財政等の担当局等で審議し議会の議決を得られた内容について資料を参照して頂き、説明させて頂く。
通例9月から2月の6ヶ月間に医療監視を行う。7月下旬に国から通知があり、8月に各保健所に説明会を行う。その後に医療監視をおこなうようになっている。今後、山口県診療放射線技師会から担当診療放射線技師及び協力施設の推薦を頂き、その方の勤務されている施設に了解を得て、県の非常勤職員として委嘱をお願いするように考えている。6ヶ月間に月１回程度の県の非常勤職員として協力をお願いしたい。そのため　3名体制でお願いする。対外的に公平性を守るために山口県を東部・中部・西部の３つに分け、3名の診療放射線技師の派遣をお願いしたい。各診療放射線技師が概ね月に１回のペースで医療監視に同行して放射線管理を行えるようにしたい。適正性の観点から担当を東部の病院勤務の方は西部の病院、中部の病院勤務の方は東部の病院、西部の病院勤務の方は中部の病院を担当するようにしたい。日程調整については、該当保健所職員が担当非常勤診療放射線技師と事前に最低1ヶ月前に調整をおこなうようにする。報酬日額は、山口県の職員の規定に準じて8,340円で従事日数に応じて支給する。旅費も県の規程に準じて勤務病院から医療監視対象病院の旅費を支給する。その他、事前の勉強会及び次年度に向けての課題などについて、保健所の診療放射線技師と合同の研修を実施する予定である。任命期間については、1年間で年度を超えての委嘱はしないが　再任は可能である。
以上の事を踏まえ　平成25年度の医療監視を行っていきたい。
（山内会長）山口県診療放射線技師会からの要望・意見について理事の皆さんから頂いているのでお伝えする。
まず、3名体制では、担当する施設（出務する技師施設）の負担が大きすぎるので担当者の人数を増やせないか。
（国吉副課長）平成25年度は、3名体制での業務を委嘱することで予算化され、議会で採決されている。平成25年度は、3名でお願いしたい。平成25年度以降は、決まっていないので、人事など関係局との打ち合わせの中で審議できると思う。
（小田理事）診療放射線技師は、病院に定員がないのでギリギリの人数で業務を行なっている。その中で１人の技師が6日間も業務を離れることは、容易なことではないと思う。予算的には、1人の技師が6回出ても2人の技師が3回出ても変わらないと思う。3人を6人に増やすなどの変更はできないか。
（国吉副課長）予算だけでなく、その他の部分（県の臨時職員数）を含めて承認されているので平成25年度は、このままでお願いしたい。
（山内会長）平成25年度以降に人数を増やす事は可能なのか。
（国吉副課長）平成25年度以降は、まだ決まっていないので　今後の話し合いの中で良い方向にしたい。
（山内会長）日によっては、執務出来ない可能性がある。病気などによっての突然の辞任などもありえるがその時の対応はどうなるのか。
（国吉副課長）最低でも1ヶ月前に通知して該当保健所が日程を調整するが、後任の任命も検討できる。残っている保健所の診療放射線技師2名で補完することもありえると思う。
（山内会長）定年後の診療放射線技師を採用し、後任の教育や実務にあたって頂きたい。
（国吉副課長）平成25年度については、議会の承認を受けているので、このままでお願いしたい。今後の検討では考えられると思う。
（２）担当病院が医療監視を執務する日程とその担当病院が医療監視を受ける日程が重ならないように考慮をお願いしたい。
（国吉副課長）該当保健所に考慮するように伝える。
（３）山口県診療放射線技師会側から毎年担当者リストを出し続ける必要があるのか。
（国吉副課長）年度単位で任命になる。再任はあるので継続で担当することも考えている。
（高山監事）執務する前の事前の研修会等で、実際の医療監視を経験するなどの研修方法も考えているのか。
（国吉副課長）実際の病院などで医療監視に同行することも考えられると思う。
（高山監事）その場合に執務日数は、年に7回以上になることもあると思うが、研修での医療監視同行の報酬はどのようになるのか。
（国吉副課長）その場合でも執務同様の報酬を支払う。
（金谷常任理事）平成25年度は、保健所の診療放射線技師が勤務している間に、経験や引き継ぎを多くの技師が経験していれば、今後の執務がスムーズに移行できると思う。又、執務の日程を最低1ヶ月前までに調整するようになっているが、2～3ヶ月前に日程がわかるともっと調整しやすいと思う。
（村田理事）自院の診療放射線技師が医療監視に携わっていることを委嘱技師の施設に広く知っておいて頂く為に、毎回、委嘱状を病院管理者に出して頂きたい。特に病院長、事務部長、診療放射線技師長にはお願いしたい。
（齋藤常任理事）山口県からの委嘱の場合、医療監視のための移動中の事故は、山口県の保証になるのか。
（国吉副課長）山口県の非常勤職員としての執務になるので、山口県の保証の範囲になる。
（齋藤常任理事）病院から、有休を使用して医療監視に対応する場合でも同じ扱いになるのか。
（国吉副課長）県の非常勤職員として扱う。
（堀理事）医療監視以外に保健所では、申請関係などについてのいろいろな相談業務もあると思うが、その相談業務はどのように対応していくのか。
（国吉副課長）現状では、2名の診療放射線技師が県内の保健所に勤務しているので、当面はその診療放射線技師で対応する予定です。
（山内会長）医療監視の主な執務は、核医学を対象としている。そのため、放射線取扱主任者第一種免許取得者か放射線管理士認定技師または、RI業務に精通した診療放射線技師が望ましいと思う。平成25年度は、予算や議会でこの内容で決定されている為、今後の状況を見て検討課題とする。
平成平成25年度の医療監視への非常勤診療放射線技師の委嘱を受託することについて
山内会長　採決を採る。
（全員一致で承認）
議題
２、平成25年度予算案について
（大田常任理事）平成25年度の予算案については、計上収益計は、年会費、入会金、賛助金、受託金、雑収益で、6,249,000円を予定している。計上費用は、平成24年度の実績に基づき計画した。
諸謝金はJART胃がん講習会があるので10万円増額を予定している。
印刷製本費は「お父さんとお母さんの健康講座のチラシ作成のため6万円増額を予定している。
租税公課は県税と市税の支払いにより7万1千円増額を予定している。
消耗品費は、健康フェスタで使用するのぼり・法被等購入のため30万円増額を予定している。
減価償却引当金413,140円は、事務所補修備品修理購入からの移動で計画している。
経常費用計として、7,107,80円を計画している。
期末残高は、まだ今年度が終わっていないので確定していない。変更がありえる。これについては、辻本郷会計事務所に変更しても良いのか確認し了解を頂いた。
収入に比べて、支出の方が約87万円多くなっているが、特定資産から支出した場合でも、この表に計上されること、減価償却引当金は支出していないのに計上される為、経常費用計が多くなっている。
対策としては、減価償却引当金を事務所補修備品修理購入からの移動と合わせて予算案の承認をお願いする。
（山内会長）以上のことを踏まえて予算について質疑をお願いする。
（金谷理事）今回のように12日付けで会計計算を行っているが、年度の締めを3月１５日にするなど変更しない方法はできないのか。
（大田常任理事）年度の締めは、3月31日でないとできないと思う。今までは、4月に予算決算会議を行っていた。今は、新年度前に予算を作成する為、決算が決まっていない段階で予算を立てなければならない。
（山内会長）以上のことを踏まえて平成25年度の予算案について　採決を採る。
（全員一致で承認）
※今回の予算作成での問題点について
（大田常任理事）今回の予算作成での問題点について、管理費を抑えていかなければいけない。管理費から公益事業に移行できるものは、精査して移行したい。理事会の理事の交通費についても講習会と重ねている場合は、支給しないことも検討しなければいけない。会誌については、広告収入より会誌発行費の方が大きくなっている。広告収入を大きくしていかなければ将来的には厳しい。医療機器メーカーに広告賛助してもらえるように各理事も協力をお願いしたい。会費の納入時期を年度初めにお願いしたい。JARTから振替用紙の2014年2月24日が締切りになっている。繰越金が少ない状況では、会の運営が難しい。できるだけ早めに納入をお願いしたい。
（山内会長）収入が限られている中で、毎年290万円を公益事業に当てなければならない。その中で管理費の顧問契約料が約28万円、税金の約7万円支出が増えている。公益事業の削減はできない。この35万円をどこから捻出するかということになる。
（齋藤常任理事）講習会の出張旅費が病院から出ている場合は問題ないが、出ていない場合は難しいのではないか。
（大田常任理事）年間に１回程度しかないので大きな削減にはならないが、検討しておいたほうが良いと思う。
（金谷理事）講習会に参加する、しないに関係なく理事の方は理事会に参加している。特に下関や岩国など遠くから来ている理事さんには、技師会の為に個人負担は難しいと思う。
（山内会長）技師会の運営をどうするか、管理費をどうするのかということになる。
（金谷常任理事）手当もないのに休みを返上して参加して交通費を削減することには、反対である。
（三輪副会長）来年度の予算は、従来のままで計上している。そのため、現状を踏まえた上で、今後このようなことを検討していかなければいけないということを認識しておいてほしい。
（金谷理事）今後、病院の出張などを利用して理事会からの交通費の支出をおさえていくことも含めておいて欲しい。
（山内会長）現状を踏まえて管理費の削減案を次年度から検討していきたい。
（山内会長）削減以外に予算を増やすためには、収入を増やすことも考えられる。会費を上げる事は、100％したくない。できれば協賛広告を増やしていきたい。以前は、150万円程度あったが、現在は90万円程度と減ってきている。発行費用も抑えているが限界がある。各メーカーとも厳しいと思いうが働きかけをお願いする。会費の納入時期も技師会の運営に関わってくる。繰越金が少ないと資金がない状態での技師会運営となるため、できれば自動振替か年度初めに納入をお願いする。
議題
３、入会金検討委員会報告について
（大田常任理事）山口県は、入会金が高いとの意見が多く聞かれる。理由としては、事務所の維持が大きい。その為に、これまでの経緯を資料に掲載するので参照して欲しい。
今年度より、減価償却引当金は事務所補修備品修理購入費から賄っている。平成23年度と平成24年度の入会金収入は平均で約40万円（計算額）である。入会者数は平均22.5名である。5年平均では、24.2名であった。
先日、三輪副会長と金谷常任理事と私（大田常任理事）の3名で入会金検討委員会を開催した。
このまま24.2名を確保できるかどうかは不明であると同時に、急激な会員の減少は大きな痛手となる。次回は、3年後に検討したい。以上のことを　踏まえて入会金を一律に5000円の減額を検討した。技師会の収入を増やしたいが、新入会員を増やす事を優先したい為、診療放射線技師籍登録年度内の入会者は、10,000円、登録年度以外の入会者は、20,000円としたい。以上のことを山内会長に報告した。
（山内会長）入会金の減額について　採決を採る。
（全員一致で承認）
議題
４、緊急被ばく医療体制（案）について
（山内会長）山口県が緊急被ばく医療体制を整えることになった。そのため、山口県診療放射線技師会に参加を要請された。県から緊急被ばく医療に係る協力を要請された場合に、救護所などに診療放射線技師を派遣して主に放射線サーベイ業務をおこなう。
県の緊急被ばく医療体制の中の第2節　第4項　関係医療機関として山口県診療放射線技師会として明記される。
（山内会長）山口県の緊急被ばく医療体制に協力していく。
（全員一致で承認）
議題
５、会費未納者の扱いについて
（山内会長）3年間未納の方の取扱いについて連絡が取れない方がいる。定款に2年以上会費が未納の場合には、会員資格を停止すると記述されている。除名の場合は、総会に図る必要がある。そのため、今回の未納の方で連絡が取れる方は、会費の納入をお願いする。連絡が取れない方については、会員資格停止扱いとして会誌の送付を停止する。
（山内会長）2年以上会費の未納の方については、会員資格停止扱いとして会誌を送付しない。
（全員一致で承認）
議題
６、その他（報告事項など）
法人名変更にともなう表札の変更について
（山内会長）社団法人山口県放射線技師会から一般社団法人山口県診療放射線技師会に名称変更したが、表札については従来のままであった。今回、表札の変更を検討した。金額は、50,390円であった。他の団体に確認すると30万円程度必要とのことであった。
この支出は、管理費での支出になるので変更するにしても金額を抑えたい。
（齊藤監事）必要なところだけ変更すれば良いのではないか。
（金谷理事）テプラで貼ることもできるのでは、ないか。
（伊藤副会長）テプラで対応できるところの単価は、1200円で、数千円の支出になる。
（山内会長）変更する場所等を検討し表札を変更することに採決を採る。
（全員一致で承認）
CSFRT開催にともなって
（山内会長）技師会総会前日の情報交換会にCSFRTの技術学会側の代表に参加をお願いする。
ソフトバレーボール大会
（金谷常任理事）今年度のソフトバレーボール大会は、防府市のソルトアリーナ防府で開催する。日程は、11月23日土曜日（祭日）に開催する。時間は、8時から16時を予定している。本来なら山口地域の担当だが、弁当などの都合から防府地域に担当をお願いしたい。
金谷常任理事、林理事が協力して運営をバックアップしていく。
（山内会長）ソフトバレーボール大会については、次年度は、防府地区で担当して頂く。
次年度のスケジュールについて
（大田常任理事）この時期に次年度のスケジュールについて吉永常任理事が参加していないが、どの程度決まっているのか。
（山内会長）本日、吉永常任理事が欠席ですので今朝、吉永常任理事と連絡をとって講習会のスケジュールを確認した。講習会については、第１回の講習会7月21日小郡第一病院、第２回の講習会を10月２７日　徳山中央病院で開催する。
理事会については、第１回を4月20日（午前中監査をおこなって13時から理事会）、第2回5月18日、第3回を8月2日山口県との連絡協議会と理事会を開催する。第4回を10月27日、第5回を1月に電子理事会として実施する。第6回を3月末に開催する。
第1回の理事会には、監事の参加が必要だが開催は、可能でしょうか。
（高山理事）参加できます。
CSFRTについて
（山内会長）懇親会については、総責任者として高山さんにお願いする。シーモールパレスで懇親会をおこなう。学会会場の総責任者を小田常任理事にお願いする。会計については、以前お願いした堀理事にお願いする。組織図を作成するので11月15日の金曜日の午後から参加可能な方を報告して欲しい。胃がん部会、乳がん部会、CT研究会、MRI研究会などから責任者を出していきたい。一つの病院からは、多くの方の手伝いは出せないと思うので　多数の病院から手伝いをお願いしたい。
奨励賞、功労賞について
（山内会長）賞状作成と賞状の入れ物の選択を金谷常任理事にお願いする。副賞は、楠本さんにお願いしている。
日本公衆衛生学会からの寄贈
（山内会長）昨年の秋に山口市で日本公衆衛生学会が開催された。学会を大成功に収める事ができたとの事で大会に人的にも貢献頂いた、山口県診療放射線技師会に100,000円を寄贈したいとのことであった。そのため　日本公衆衛生学会からの100,000円の寄贈について了承した。
厚生労働大臣からの感謝状について
（山内会長）厚生労働大臣から山口県診療放射線技師会に東日本大震災における被災者の支援活動等に対する厚生労働大臣感謝状を受賞することとなった。ホームページにも掲示する。
JARTとの業務委託
（山内会長）昨年から始まった業務委託についてJARTから会員数×200円程事務等の委託費としてJARTから支払われる。JARTとの業務委託契約書を交わした。
山口県総合保健会館入居団体連絡協議会
（山内会長）4月24日に開催される山口県総合保健会館入居団体連絡協議会に私が出席する。CSFRTの開催やお父さんお母さんの健康講座やJART消化管基礎講習などを今年度行うことを報告する。
JARTからの会費振込用紙の名称間違いについて
（山内会長）JARTから送付された会費振込用紙の山口県診療放射線技師会の名称が従来のままであった。このまま使用可能である。会誌とホームページに会員向けに使用可能なことをお知らせする。
JARTにCSFRTの起案書作成
（山内会長）JARTにCSFRTの起案書を作成してJARTに提出した。
事務所運営検討員会報告
（齋藤常任理事）3月1日に事務所運営検討委員会を開催した。次年度も今年度と同じ内容で雇用をすることを決定した。又、今年度の事務職員の定期昇給も見送りとした。
新しいコピー機が事務所に設置された。新しいコピー機は、FAX機能がついている為、古いFAXを平成25年度中は、事務所に保管して平成26年度に廃棄する。
会長に答申をおこない了解を得た。
（齋藤常任理事）旧FAXを次年度に破棄する事について採決をとる
（全員一致で承認）
総会資料について
（齋藤常任理事）総会資料の修正については、修正箇所を赤字でお願いする。昨年の理事会で、総会資料掲載の講師名に先生を記載しないことにしている。県民公開講座の講師のみ先生を付ける。それらを含めて担当者は確認をお願いする。
総会時の県民公開講座について
（新町理事）講演タイトルが未定だったが　『うまくストレスと付き合うために』に決定したことをお知らせする。それと理事会前日の宿泊について、宿泊者の人数の把握ができていない。早急に決めたい。来週中までに新町理事に報告をお願いする。
医師会からの選挙のパンフレットについて
（山内会長）医師会から選挙のパンフレットを頂いた。各自、一部もって帰って頂き、協力をお願いしたい。
山口県の胃がん大腸がん検診精度管理協議会での報告
（村田理事）山口県の胃がん大腸がん検診精度管理協議会の中で、NHKから「検診車に技師のみで検診を行なっている場合があるが技師法に違反していない」のかとの問い合わせがあった。協議会の中では、｢検診車全てに医師を同乗させる事は不可能｣｢医師の指示の下で行える方法を検討出来たら良いのではないか」｢診療放射線技師の協力がなくては、今の検診を維持できない」などの意見があった。NHKでは、3月29日7時からの朝のニュースで放送されるとの事であった。
以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、定款第34条に基づき、会長及び監事並びに議事録署名人がこれに記名押印する。
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